
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名

代表

構 

推薦団体

主な

概要

 

 

団体名     

表者     

 成     

推薦団体 

な活動地

概要 

 

     

     

     

    

活動地   

 

 

     熊本箏演奏者協会

     古川 郁代

     約２００

   熊本市 

   熊本市 

- 14 - 

 

熊本箏演奏者協会

郁代 

２００名 

 

 

  

熊本箏演奏者協会 

熊
本
箏
演
奏
者
協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
文
化
活
動
部
門 

く
ま
も
と
こ
と
え
ん
そ
う
し
ゃ
き
ょ
う
か
い 
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熊
本
箏
演
奏
者
協
会
は
、会
員
約
二
百
名
を
数
え
る
県
内
最
大

規
模
の
箏
演
奏
団
体
で
す
。 

当
団
体
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
発
足
以
来
、
秋
の
恒
例
行
事
と

し
て
欠
か
す
こ
と
な
く
「
筝
曲
の
祭
典
」
を
開
催
さ
れ
る
と
と
も

に
、
お
城
祭
り
に
お
け
る
「
百
人
箏
」
や
熊
本
県
芸
術
文
化
祭
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
へ
の
参
加
・
参
画
、
個
々
の
リ
サ
イ
タ
ル

等
、
数
々
の
演
奏
会
等
を
実
施
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
、
邦
楽
の
次
世
代
へ
の
継
承
や
更

な
る
発
展
を
目
的
と
し
た「
全
国
邦
楽
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
＆

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
若
手
邦
楽
家
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー

ル
と
し
て
全
国
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
だ
け
で
な
く
、熊
本

の
魅
力
の
全
国
的
な
発
信
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 こ

の
よ
う
に
、当
団
体
は
、箏
の
指
導
や
演
奏
活
動
を
通
じ
て
、

邦
楽
の
普
及
と
若
い
世
代
へ
の
継
承
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、本
県

の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

昭
和
六
十
二
年 

熊
本
箏
演
奏
者
協
会
設
立 

第
一
回
「
筝
曲
の
祭
典
」
開
催
（
以
後
秋
の

例
年
行
事
と
し
て
継
続
） 

 

平
成
十
三
年 

 

第
一
回「
全
国
邦
楽
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
＆

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催 

 

平
成
二
十
三
年 

第
五
十
三
回
熊
本
県
芸
術
文
化
祭
オ
ー
プ 

ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
「
ふ
る
さ
と
は
水
清
く
」 

公
演
に
お
い
て
演
奏 

 

平
成
二
十
五
年  

第
七
回
「
全
国
邦
楽
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催 

指
導
者
に
よ
る
演
奏
会
「
邦
楽
を
未
来
へ
」

開
催 

 

平
成
二
十
六
年 

第
二
十
八
回
「
筝
曲
の
祭
典
」
開
催 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


